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５．救急医療【指標１ 救急搬送人員の割合】救急搬送人員（三次救急）の割合(N=29, 平均=4.4, 標準偏差=1.3)
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（人口千対）

※データの数値の表記がないものは無回答であることを 表します

・ 大分県が最も高い結果です。平均値は 4.4、標準偏差は 1.3 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。

■都道府県からの意見■

・二次医療圏データ：消防統計を利用した指標については、医療圏と消防組合の範囲が同一

であり、個別の内容が明らかになると、統計の目的外使用になるおそれがあるとして、デ

ータの提供を受けられなかった。
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・ 救急医療-２ 応急手当受講率

５．救急医療【指標２ （要市町村調査）応急手当受講率応急手当受講率(N=47, 平均=1.2, 標準偏差=0.8)
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・ 「どのくらい健康に留意しているか（どのくらい救急医療への関心を持っているか）」

を見るための指標として用いています。

・ 鳥取県が最も高く、宮崎県、熊本県、岡山県、大分県が最も低い結果です。平均値は 1.2、

標準偏差は 0.8 です。

・ 地域的な傾向は特に見られません。

■都道府県からの意見■

・二次医療圏データで消防統計を利用した指標については、医療圏と消防組合の範囲が同一

であり、個別の内容が明らかになると、統計の目的外使用になるおそれがあるとして、デ

ータの提供を受けられなかった。
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